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要旨:ファッションの多様化やファッション市場と衣生活の変化の中、消費者の締かなニーズに対

応できる優秀な販売員と、そのための教育の必要性は、さまざまな場面で言い尽くされている。フ

ァッション商品を扱う上で、サービスなどによる差別化実現のためにも、販売員が「商品知識」を

備えていることは重要な基盤となる。しかし、流行の影響、時代の変化を経て、現在のファッショ

ン販売員に向けた商品知識教育にも、追加または修正を必要としている部分が生じてきているので

はないだ?ろうか。ファッション販売員向け「商品知動のいくつかのポイントに焦点を当て、現伏

や将来の方向を合わせた、日制"¥;IC::合った販売力の開発に必要な方策を考える。

1. 商品知識の必要性

販売員の基本的な儲:IJは、お客様とのコミ

ュニケーションを通しお客様がどのようなニ

ーズヰ咲子みを持ってし、るかを察し、適切な商

品提示をすることである。ファッション商品

の販売員に商品知識が必要とされるのは、ひ

とつには、お客様とのコミュニケーション、

つまり、接客・販売のためである。そして、

お客様の購買意欲を引き出すポイント・オ

ブ・セールス・プロモーション、アイテム・

ブ。ロモーションといった庄頭表現のためにも、

商品知識は不可欠である。お客様の持つ情報

が高度化し、ニーズ、が個性化している状況で、

お客様に選ばれるj苫舗であるためには、接

客・販売を通し、質の高いサービスやホスピ

タリティの提供が要求されている。その提供

者である販売員にとって、商品知識は重要な

基盤となり、プロとして¢確かな知識、さら

には取扱い商品を超えた知識を持つことは、

お客様の購買意欲ヰ補足を引き出すことにつ

ながる。

2 ファッション販売員に必要な商品知識

フアツ、ンョン販売員のための商品知識教育

は、教育機関や社内教育、またスキルアップ

テキストなどさまざまな場所、方法で行われ

ている。商品のタイプによって、内容や重点、

が置かれている部分に差異が生じるが、ファ

ッション販売員に必要とされる商品知識には

どのようなものがあるだろうか。お客様に商

品を提案・説明する際に必要となる、商品そ

のものの先需哉だけでなく、接客・販売プロセ

スの中での対応において必要とされる知識や、

お客様からの予期せぬ質問への対応などにお

いて、幅広い知識を備えていなければならな

しL

まず、商品そのものの知識とは、商品を構

成する要素である、アイテムの鞘敷宍ギザイ
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ン、素材ヰ色などの長晴哉であるが、加えて、

副資材の知識、サイズ、品質表示キ澗窪など

の知識、お直しの知識などが必要であり、こ

れらを全て備えることで、商品を見る目を養

うことができる。さらに、商品を鞘虫で売る

だけでなく、コーディネートを完成するスキ

ルや、常に新しいf青報の収集に努め、お客様

に近い感覚・知識を持っていることも重要で

ある。

以上のように、売場で活用できる「商品知

識」は幅広いものであるが、ここでは、「アイ

テムの知識jの習得法と、「ニット・カットソ

ーの知識」、「コーディネートの知動の重要

性について、プロとしての商品に関する深い

知識と同時に、今後のファッションの変化に

も対応してゆくための留意点について述べる。

3 販売員の商品知識向上のための方策

3-1.アイテムの知識の習得法

アイテムの知識とは、一般的には、商品の

呼ひそ名や特徴であり、商品を理解していく上

で一番基本となる知識である。それらをどの

ような方法で学ぶことが効果的であるかを述

べる。

例として、「レディス・アウター・ウェア」

(下着などをインナー・ウェア、その上に着

るドレスやスーツなどをアウター・ウェアと

呼ぶ。)を扱う場合、まず「スカート」、 r/'~ン

ツ」、「ジャケット」などの服手郵1)に、それぞ

れのアイテムを学んでいく。例えば「スカー

ト」であれば、「タイト・スカート」、「ギャザ

ー・スカート」、「フレア・スカート」といっ

た具合に、基本的なアイテムの名称を学び、

「ディテール」と閉ばれる洋服の細部の名称

も合わせて学んでいく o ニット製アイテムは

単に「インナーJなどとせず、「ニット・アウ

ター・ワエアjとして、「セーター」と「カッ

トソー」の相違点や、取扱い方の違いを学ぶ。

また、洋服には「シルエット」と呼ばれる洋

服を全体的に見たときのアウトラインがあり、

アイテムの知識同様、流行の一巡と共に繰り

返し登場するため、その基本的なものを押さ

えておく。

なぜ、以上のようなことに留意して学ぶこ

とが重要であるかというと、雑誌の表例にな

っているような商品のイメージによる呼称で、

アイテムごとに相数やセールスポイントをつ

かんでいくことの繰り返しではなく、商品を

より深く理解してゆくためのベースとなるか

らである。フアツ、ンョン¢個性化・多様化に

よりアイテム名が暖味になっていることや、

そしてそれが今後も進むと思われるからこそ

重要である。

ここでは、「レディス・アウター・ウェア」

を扱うことを想定して述べたが、メンズのデ

ィテーノレがレディスの商品に取り込まれてい

ることも多いため、レディス商品に携わる場

合でも、「メンズ・アウター・ウェア」の基礎

知市哉を備えていることは、大きな強みとなる。

3-2.ニット・カットソーの知識とその重要性

ニット製品、中でもカットソーは、現在の

フアツ、ンョンの中で無くてはならない存在で

あることは、ストリートを見ても明確である。

期際の統計デ}タに見ても、 2003年か

ら2009年の隔年の衣類・ニット製品・布

島製品等アイテム別アパレル輸入実輸入実績

推移において、布吊は減少傾向にある一方、

ニットは増加傾向にある(表1)。また、 20

09年のニット皇制衣の輸レ入数量の中で、ア

ウターシャツ類、セーター・カーディガン類

じた数量が最も高く、これは、布吊製品を含め
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た、衣類全体の中で最も高い数字である(表

2)。

現在では、カットソーのオ」ダーメイドシ

ョップなるものも千字在し、単なる「インナーj

から、こだわりを求めるものへと変化を遂げ、

売り場においては、デザインの多様さと単価

の安さから、カットソー製品はお客様にとっ

ては緩働買し、アイテムのひとつである。しか

し、カットソーに至っては、アウター化して

からの歴史が浅いこともあり、教材などが少

なく、自ら学ぶのが困難であり、一般的な商

品士隔醐平説書などにおいても依然として布吊

に重点が置かれている。教育機関などでは、

ニットのコースを設置し、専門的な教育が行

われているが、ニット・カットソーが、今後

もファッションの中で重要な位置を占めるで

あろうことを考えると、販売員教育において

も、布吊と同様に、プロによる実践的な5荷主

が必要と考える。

表1 アイテム別アパレル輸入実績推移

2003 2005 2001 2009 

(千4長)

表2 アパレノL輸入の数量推移

一 ツ ト 製 外語

内訳
2009年

オ」パーコート類 14，84， 
スーツ類 3 

アンサンプル類 14，21' 

ジャケツト類 6，1α 

ズボシ類 159， 731 

ドレス・スカート類 自己89C

アウターシャツ類 625，37S 

セーター・カーァィガン類 610，48C 

スポーツウェア類 12，70， 
その他 160，61， 

(千尉

(出所アパレル産業白書2010(1四4・45叫を基に作閥

3-3目コーディネートの知識における留意点

お客様の「こうなりたい」とし、う願望、フ

ァッションに対する悩みや、何が自分に合っ

てしもかが分からなし、お客様への提案。販売

員には、商品を単独で売るだけでなく、トッ

プス・ボトムス、アクセサリーも含めたコー

デ、ィネートを完成し提供するスキルも求めら

れる。

コーディネートの基本となるものには、配

色や素材の組み合わせによる効果、アクセサ

リーとのコーディネート、オケージョンにあ

わせたコーディネートなどがあるが、実際に

売場では、お客様!T;体型や顔型を考慮した上

で、コーデ、ィネートを提案しなければならな

し、。

しかし、ストリート・フアツ、ンョンがトレ

ンドを左右するとしづ現象や、フアツ、ンョン

誌における「着まわし」提案の充実をみても

わかる通り、現在のお客様は、アイテム選び
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や重ね着のテクニックを，CA専ている。そのよ

うなお客様をリードする提案力を備えるには、

基礎知識を備えた上で、現在の多様化したフ

ァッション・スタイル、つまり、お客様に近

い情報を持つことが必要である。

お客様は、ファッション雑誌やストリート、

ファッション・サイトから得た情報により、

「こうなりたい」というイメージを基に商品

を探す。「雑樹高裁商品」ということをひとつ

のセーノレスポイントに、商品をアピールする

ショップも少なくない。現在では、 00系と

呼ばれるひとつのファッションタイプはさら

に細分化され、「カジュアノレjなどとひとこと

では表現し切れない。「ヒッピー」や「モッズ」

といった日剰"Cのアイコンとなっているスタイ

ルも、 トレンドの一巡と共に繰り返し登場す

るため、過去と現在の代表的なスタイルを知

っておく必要がある。

フアツ、ンョン雑誌やファッション・サイト

は、ファッション商品の知識だけでなく、タ

ーゲ、ツトにあたるお客様が、どのようなこと

に興味があり、どのような用途で、どのよう

なコーディネ)トをイメージし商品を探して

いるかを担当震することができる。若い層のお

客様には、豊富なファッション・サイトとフ

ァッション・ブログが情報源として最も身近

な存在になっている。多様化したファッシヨ

ンタイプ、お客様に近い感覚を持つためには、

常にそれらの新しい↑静匝を収集するよう心掛

けていることが必要である。

3-4.服飾雑貨の知識

月隙締佐貨、アクセサリーは、フアツ、ンョン

の多様化の大きな要因のひとつである。百貨

居における売り場面積の変化や、アクセサり

ー専門居の充実など、中でも靴とバッグは、

トレンドを牽引するアイテムとして定着し、

女性ファッション誌に如、ても、単なる脇役

ではなく、コーディネートを完成させる重要

なパーツとして取り上げられている。

月隠年雑貨の知識は、ファッシヨン販売員育

成の際に現在でも行われてはいるが、アイテ

ムごとに専門的な知識を学ぶことが好ましい。

中でも靴に関しては、必ずしもデザイン優先

ではなく、足¢健康をも考慮しなけれまなら

ないものであるため、単に洋服との親和性だ

けではなく、専門家による教育が必要である

と考える。

また、月隊市雑貨は、ヵ、ジュアノレなオケージ

ョンにおけるコーディネートだけではなく、

フォーマルなオケージョンでの用途、本来の

着用オケージョンやマナーについての知識を

も備えることで、お客様から得た情報に合う

ものを選別し、的確な助言を行うことにつな

がる。

4.まとめ

現在、セミナ一、社員研修、また教材など

も開発され、ファッション販売員のための教

育は盛んに行われている。

ニット製品の知識や、お客様と近いf青報を

持つことなど、日新tの変化に適応することが

重要であると述べたが、「基礎知識」は、ファ

ツ、ンョンが変化するものであるからこそ重要

であり、販売員が自らスキルアップρしてゆく、

そのベースとなるものである。現実には、時

間的制限などにより、研修などで、要求され

る知識をすべて学ぶことは困難であると思う。

「基礎知識」を備えることは、販売員が売り

場での経験を重ねながら、自ら学んでいくこ

とを手助けするものである。

加えて、これまで述べたことを、取扱い商
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品に応じ、内容に盛り込むことで、より市場

の動向に適したものになると考え、販売員育

成に役立てることを提案する。
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